
令和 2年度 学科 AO入試 総合考査 問題用紙【救急医療学科】 

試験時間：６０分 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

①～⑤の資料をみて、次の問いに答えなさい。 

 

 

問１．スポーツにおける突然死の現状を 100字以内でまとめなさい。 

 

 

問２．このような現状に対して、どのような対策が必要か、「救命体制」・「ＡＥＤ配置」・ 

「救命講習」という言葉を用いて述べよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜資料①＞心原性心停止目撃例に対する場所別ＡＥＤ実施率推移と救命率（大阪府） 

ほとんどのスポーツ中の心停止は心室細動である。スポーツ中は周囲に人が多く、心停止の

瞬間を目撃されることが多く、加えて近くにＡＥＤがあることも多く、電気ショックを受けら

れる可能性が高い。実際、大阪府における経時的な調査ではＡＥＤの使用頻度はスポーツ施設

において最も高く、救命率も高かった。 

 

 

＜資料②＞大阪府における心原性心停止への救命処置介入率と生存率の推移 

大阪府調査では運動中の心停止の 84％の例が心停止の瞬間を目撃されていた。しかもその運

動現場での蘇生術実施率が 2005 年には 50％であったのが 2012 年には 86％にまで増加し、また

ＡＥＤによる電気ショックも 7％から 62％へと著明に増加していた。その結果、スポーツ関連

心停止例の 1 ヶ月生存率が 28.6％から 62.1％に改善した（2012 年のスポーツ非関連心停止で

は 13.7％）。 

※図中の数値は鮮明でないため確認できなくても良い。上記文章を参考にすること。 

 

 



＜資料③＞2 分以内にＡＥＤを届けるためのアプローチとＡＥＤまでの距離 



 ＜資料④＞心停止発生時における秒刻みの救命処置フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜資料⑤＞スポーツ大会開催時救命体制（市民マラソンを想定した具体案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：提言「スポーツ現場における心臓突然死をゼロに」、日本循環器学会・日本ＡＥＤ財団、 

   2018年 4月 26日 


